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ニ ュ ー ス レ タ ー

自画 自賛 ・文 学 部 博 物 館 略 史

秋季企画展 エ ドア ル ド ・キ ヨ ッ ソー ネ没 後100年 展.,.

フィール ドノー ト 森 の ち ょ っ とい や な 生 き物

収蔵資料散歩 植物 採 集 家 フ ォー リー と重 複 標 本
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自画 自賛 ・文学部博物館略史
朝尾直弘

京都大学総合博物館 がつ いに発足 した。

心 か らお祝 いす る とともに,関 係者 のご苦労 に感

謝 申 し上 げたい。

人文系 と自然系 の さまざまな分野が集 まって,そ

れぞれ固有 の特長 を生 か しなが ら,文 字 どお り総合

された学 問の強 みを発揮す るには,ま だ しば らくの

時 間が かかるだろ う。 ちょうど,大 学が創立100年

の節 目を迎 えたい ま,つ ぎの100年 に向けた大 きな

構想 をぜ ひ描 いてほ しい。

もともと,京 都帝国大学の創設 と同時 に,文 科大

学 に博物館 を置 く計画 があった。ようや く文化財 の

保 存が識者 の関心 を惹 きは じめた ころである。資料

の蒐集は文科大学がで きる前 か ら着 手 され ている。

文学部博物館 の前 身である陳列館 は,1914年 に最初

の建物 がで き,3次 に及ぶ増築 をへ て1929年 に完成

した。この間の15年 と,そ れ につづ く10年 ほ どが

陳列館の研究 ・教育面での活動 の全盛期 とい って よ

いだろう。

戦 中戦後 の混乱 を抜 けだ して,活 動の再開 をめ ざ

す動 きが でたのが1955年,こ の年文部省か ら博 物館

相 当施設 の認定 を受 け,つ いで4年 後陳列館 の名称

を博物館 と改 め,い くつか機能回復 をはか るこころ

みが なされた。 しか し,こ の と き建物 は老朽 化 と狭

隆化が進行 し,そ れ を推進す るこ とがで きず,お も

に学部 ・大学院 の教育 に貢献す るに とどまった。私

自身 も学生 の ころ,秋 の大学開放 の時期 に古文書の

釈文や解説づ くりに参加 した記憶が あるが,主 たる

活動 は所蔵品 を演習 の素材 に用い るところにあ った

といえる。

1986年 新館が竣工 し,翌 年文学部博:物館 として再

生 す るこ とになった。学 部の要 求 は延床面積8000

m2で あったが,文 部省 との合議 で6500m2と な り,さ

文学部陳列館

(旧文学部博物館旧館)
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らに大蔵折衝 で5000m2に けず られ,こ こで旧陳列

館 の半分1500m2を 残 す ことが きまった。施設部や

建築の川崎清教授 の尽力で使 いやすい建物 になった

と思 う。ただ,入 れ物 だけで組織 は認 め られず,も っ

ぱ ら学 内での支援 に期待す るほか なか った。

博物館 は創造的な研究活動が ない とたんなる倉庫

と化 し,展 示 もマ ンネリズム に陥 りが ちであ る。大

学博物館 は学生 ・院生の教育 と密着 しなが ら,新 し

い研 究領域 を開拓 してい く義務が ある。その意味 で

は,制 度 として認知 されない この10年 は苦 しか っ

た。文学部 では,所 蔵品の多い考古学 と国史(日 本

史)の 教室 を中心 とし,人 文地理 と美学 ・美術史 を

加 えた4つ の教室でお もなローテーシ ョンを組 み,

春秋の展示 を担当 した。さいわい,歴 代 総長,本 部

事務局の理解 によって,水 光熱費 な ど経常経費 のほ

か,新 しい展示 のため の研究費 を毎年 申請 して頂戴

した。最低 限の助 手 と事務官 もまわ して も らった。

新館 の オー プン展 示 は,本 学 の源流 となる 「京都

文化」をとりあげた。い まで はその名 を名乗 る博物

館 もで きてい る。西域 の壁画の模 写展 は,し ば らく

して京都国立博物館 の同類 の展覧会 をひ きだ した。

大 きな絵 図の展示 について は,業 者 とともに 「京大

方式」と呼 ばれる方法 を案 出 した。古文書 の釈文づ

くりも近年 は多 くの館 で実行 されてい る。 いず れ

も,当 事者 の眼か ら見 れば,博 物館籏生期 において

文学部博 物館 のはた した先導的役割 を示す ものに思

える。

ア イデアばか りではない。考古学 は,戦 中戦後の

未発表 の発掘 成果 を公 表す ることによって,学 界 に

寄与する ことがで きた。椿井大塚 山,紫 金 山古墳の

展 示はその好例 である。入館者 も多 かった。私 たち

は展示 を論文 の発表 になぞ らえて,個 人や グループ

の責任 を明 らかにする よう努 めた。「公家 と儀式」の

展 示は来館 の人数はす くなかったが,レ ベ ルの高 さ

で評判 とな った。昨年の 「荘 園 を読 む ・歩 く」 は,

10年 にお よぶ現地調査 をふ まえた重量感のある展示

で,研 究 の先端 を行 く内容 であった。

ふ りかえる と,苦 しい事情 のなか,よ くやれた と

思 う。大学博 物館の強み は,つ ぎつ ぎと若い研 究者

が現 われ,学 問の世界 を革新 してい くところにあ る

といえ よう。総合博 物館 の一部 門 と して文学部博物

館 が どの ように転生す るのか,楽 しみが ひとつふ え

た ようだ。

(京都橘女子大学教授,元 京都 大学文 学部博 物館 長)

総合博物館

(旧文学部博物館新館)

3



August1997 京都大学

秋季企画展

エ ドア ル ド・キ ヨ ッ ソ ー ネ 没 後100年 展

展 示 期 間=9月16日(火)～9月27日

明治政府 は,文 明開化 ・殖産興業政策 を推 し進め るため,法 制 ・産

業 ・軍事 ・教 育 ・芸術 な どの幅広い分野 にわ たって,外 国か ら専

門家 を招 き,そ の指導 を受 けた。彼 らは 「お雇い外 国人」 と呼 ば

れ,日 本 の近代化 に大 きな役割 を果 た した。

エ ドアル ド ・キ ヨッソー ネ(1833～1898)も,そ うした 「お雇い

外 国人」 の一人である。彼 は イタリア人で,若 くして芸術 的才能

を謳 われた銅版画家 であ ったが,1875(明 治8)年 に紙幣寮(現

在 の大蔵省 印刷局)の 招 きをうけて来 日した。

キヨ ッソー ネは,近 代的 な製版法や凹版彫刻,印 刷技術 を 日本 に

伝 え,紙 幣 や切手 の国産化 を成功 させ た。彼の指導 によ り,日 本

の紙幣製造技術 ・印刷 文化 は,一 気 に世界 的水準 に高 まった と言

われ る。

キヨッソーネにより彫刻された小判切手。エルヘー ト凸版

を用いて製版 された(左)。

改造紙幣(神 功皇后札)1円 券。3種 類の神功皇后の肖像

の うち,最 も最初に彫刻 したため,そ の表情が若干外国人

に似ている。
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また,キ ヨッソー ネは宮廷画家 と して も活躍 し,多 数の銅

版 肖像画 を製作 した。全国 に配布 された明治天皇の 「御 真

影」や,大 久保利通 ・西郷 隆盛 ・岩倉 具視な ど明治の元勲

たちの肖像画 は,み な彼 の手 になる ものであ る。

肖像画 「大久保利通像」

銅版肖像画。多彩な技法を駆使 して大久保の

人物像 を表現。

肖像画 「明治天皇像」

「明治天皇御軍装」の肖像画。「御真影」と

は別のもの。

肖像画 「西郷隆盛像」(複製)

西郷従道と大山巌の顔 を合成 して

描かれたコンテ画。原本は焼失。

本 年はキ ヨッソー ネの没後か ら100年 にあたるため,そ の作品 と関係資料 を集めて企画展 を開催す る

ことに した。短い期間 の展示で はあ るが,彼 の優 れた業績 を しのび,近 代初期の 日本 とイタ リアの文

化交流の跡 をた どっていただければ,さ いわいである。

なお,こ の企画展は,大 蔵省印刷局記念館(お 札 と切手の博物館)で 開催 され た同名の展示の移動展

とい う性 格 をもつ。同館の ご協 力 に心 か ら感謝 申 し上げ る。
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フ ィ ー リレ ド ノ ー ト

森 の ち ょっ といや な生 き物

佐藤廉也

森 に暮 らす人々の 自然観 を知 るために,初 め てエ

チ オピアに出かけてゆ く気持 ちを固 めていた頃,未

だ知 らぬ調査 地へ踏 み込 む不安 か ら,夢 で うなされ

た こ とが何度かあ る。その うちの一つが,豹 におそ

われ た夢であ った。山が好 きで,野 営の技術 に も慣

れてい るつ も りだ ったが,ヒ グマのいる北海道 を別

に して,日 本の山 には象や ライオ ンや豹が うろつい

た りは しない し,マ ラ リアのような病気 もない。町

のエチオピア人 もひど く恐れているような森の奥深

くに武器 を持 たず に入 りこんで,大 丈夫 なのだろう

か?結 構真剣 な不安 だった。

実際 に森 に住 みは じめ ると,い くつかの心 配は杞

憂 だった とわか る。象は乱獲 に よって,こ の数年 間

滅多 に姿 を見 な くなった。ライオンはサバ ンナに棲

み,森 に踏み込 んで くるこ とは普通 はないので,森

にいればか えって安全 である。マラ リア も,少 な く

とも私の調査地域で は,大 きな川がないため流行す

るこ とも多 くはない。何 よ り危険な人間の侵 略者が

いない。この森 に棲 む人々の口頭伝承 に よれば,彼

らは南方 のサバ ンナか ら戦争 を嫌 って森に落 ちつ く

ようになった人 々の子孫であ る。森 は案外安全で住

み易い場所で あった。豹 は とい えば,森 の中に棲み,

ときお り集落 に もや って きて,夜 中に鶏 をさらって

い くこ ともある。しか し,近 くに痕跡 はあ って も,姿

をみ るこ とはあ まりない。人 々も,豹 が 人を恐れ て

姿 をみせ ないこ とを,知 っている。

点在す る小 さな集落 を求 めて森 の中 を旅 して い

て,一 度 だけ至近距離で豹 に鉢合 わせ そ うになった

こ とがあ る。小 さな踏み跡 を辿 ってい ると き,旅 に

連 れ添 って くれていた若 い友 人が,細 い水流 をわた

る手前 で急 にぴたっ ととま り,緊 張 を顔 に表 した。

最初何事 かわか らなかったが,立 ち止 まったま ま耳

を澄 ます と,か すか に 「クルルル … 」 とい う捻

り声が聴 こえる。少 し待 ってか ら水流 に出ると,泥

の上 に生 々 しい足跡 があった。水 を飲み に来て,こ

ち らの存 在 に気付 き,対 岸 の踏み 跡 を引 き返 して

いった ようだ。

しか し,豹 が好 んで人間 を襲 うとい う話 は聞かな

足 に も ぐ り こ ん だ

ス ナ ノ ミ を とる
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筆者のねぐら

い し,む しろ豹皮 を とるために罠 にかけ られる豹 の

方 が,人 間の受け る被害 よ りも大 きそ うだ。森 の中

で,や っかい な動 物 とい うのは,も っ と身近 にいる

小 さな連 中だ。例 えば,森 の人々が非常 に恐 れ るの

は,サ ファリア リである。ア リたちは,豹 や ライオ

ンと違 って,身 の危 険 を察 して人 を避 けた りは しな

い し,一 匹一匹 は命知 らず である。噛 まれる と結構

痛 い し,体 をち ぎ られ て も食いつ い た頭 は離 れ な

い。とりわけ雨季の 問には,集 落の近辺 におびただ

しい列 をな して行進す る姿が よ く見 られ る。家の近

くに巣 を発見す ると,事 態 は深刻であ る。しば しば,

夜 中に家の 中を襲 うか らであ る。夕方 に気付 い た と

きな ど,ア リよけ にキ ャ ッサバの葉 を家の周 りに敷

き詰め た りす るが,特 効薬 とは言 いがたい。下手 を

す る と,し ば ら く避難 して 人の家 にや っかい になる

こ とに もな りか ねない。

一度
,思 い知 らされた ことがある。夜 中の3時 頃

に,ポ ツポ ツとい う雨音 を聞いて 目を醒 ま した。雲

ひ とつない空 だったのに,お か しい な,と 思 って寝

袋 につっ こんだ頭 を持 ちあげてみる と,小 屋 の中や

寝 袋の上に何 かが揺 れている ように見える。闇 に目

が慣 れる と,床 一面 に ア リが行進 してい るのが 見

え,寝 袋 の下半分 にまでせ まって きてい た。雨音 に

きこえたのは,ア リが這 う音 だったのだ。一 目散 に

外 に脱 出 し,夜 明 け まで外で呆然 として過 ご した。

以後,夕 方 になる と落 ちつ かず,家 の裏 などを丹念

に点検せ ずにはおれな くなった。

ア リほ ど恐 ろ し くはないが,日 常的 に悩 まされ る

のが,皮 膚 の中 に卵 や幼虫 をうみつ けるハエや ノ ミ

である。と くに足の裏や爪の周 りに卵 をうみつけ る

スナ ノ ミは,予 防す るのが難 しい。や られ て も命 に

かかわる ことはないが,ほ ってお くと皮膚 の中の卵

は大 き くな って痛 む し,運 が悪い と取 り除 いたあ と

に化膿 して足が ボロボロになる。特 に乾季 になる と,

毎 日の ようにや られ,足 まわ りを点検す るのが 日課

になる。発見す る と,安 全 ピンでつついて,卵 を取

り除いてや るので ある。他の 人々 も,暇 な ときに寝

ころんで足 をち くち くとや っている。大 きく膨 らん

だ卵が取 り出 され た時 な ど,嬉 しくて採集 ビンに入

れて 日本 に持 ち帰 ったこ ともあ る。

ス ナノ ミは,人 間以外 の動物 に も寄生す るら しい。

捕 らえ られ た ヒヒの子 を見 た とき,手 の指 にスナ ノ

ミが入 って腫 れているの をみた。む しろ,針 でつつ

かれて焼 かれて しまう人間の場合 よ りも,こ ちらに

寄生す るのが成功事例 なのか もしれない。ライオン

にも寄生 するのか どうかは知 らないが,こ れ らは大

きな敵 よ りか えっていやな 「獅子 身中の虫」であ る。

私 と暮 らす 人 々に とって は,生 活技 術 を学ぶ,と

言 って居座 りなが ら,い つ まで たって も自分の食べ

る畑 ひとつ満足 に作れ ない外 国人の居候の方が,よ

ほどや っかい な生 き物か も しれ ないが … 。

(京都大学総合博物館助手 ・人文地理学)
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収蔵資料散歩

植 物 採 集 家 フ ォー リー と重 複標 本

永益英敏

植物採集 にで かける と,私 はかな らず何 セ ッ トか

の標本 を とる ように心掛 けている。自分 の ところの

標本庫 に納 める分 と,他 の研究施設 との交換 に用 い

る重複標本 の分 である。植物学者 な らご くあた りま

えにや る ことだが,こ れが動物 の研究者 に とっては

たいそ う不思議 なことである らしいの に気づ いたの

は最近の こ とだ。

押 し葉標本 をつ くる とき,一 本の木 か らは何枚で

も標 本 をつ くる ことが で き

る。その 木全体 を標本 にす

るのは難 しいが,こ ち らの

枝先 とあ ち らの枝 先が それ

ほ ど違 ってい るわけで はな

い か ら,枝 先 を切 って標 本

に してい るか ぎり同 じもの

だ とい って も特 に さ しつ か

えない。だが,動 物 の場 合,

前 脚 と後 脚 を切 り取 って,

前脚 だけ手許 にお いて後 脚

は交換 用 にす るなんて こ と

は まず 考 え られ ない。動物

で は原 則 と して個体 全体 を

標本 に し,そ れぞ れは別 の

個体 だか ら重複 標本 な どな

い とい うのであ る。

植物 で も小型の草 の ようなものは個体全体 を標本

にする。その場合で も,同 じところに生 えている同

種の植物 はた くさん とって重複標本 をつ くるのが普

通 である。植物標本 として標準 的な押 し葉標本 では

同 じサ イズの台紙 には りつ けたカー ド標本 と して管

理 するため,台 紙1枚1点 とい う慣習が確立 してい

るせい だ ろ うと思 う。 逆 に一枚 の台 紙上 に何個体

貼 ってあって も,便 宜上1点 と数 えるのである。

重複標本 は複数 の研究機 関で 「同 じ標本」を所有

す るこ とがで きるか ら,研 究上 の利点 ははか りしれ

ない。 ある研究論 文 に使 わ れた標本 を検討 す るの

に,わ ざわ ざオリジナ ルを借 りた り,そ こへ出向 い

た りす るこ とな く,別 の ところで 「実物」を確認で

きるか らである。また,複 数の研究機関 で並行 して

研究 を進 める こともで きる。動物 の ように一つ しか

ない貴重 な標本 の 「奪い合い」 とい う事態 はそ れほ

どひ ど くな く,む しろ交換

に よる標 本館 の ネ ッ トワー

クが よ く発 達 してい る。植

物標 本館 に とって採 集 品 を

交換 す るの は重 要 な業務 の

一つ なのである
。

現 在,京 都大学 が所 蔵 し

てい る植物 標本 は優 に100

万点 を超 えて いる。 この標

本庫 の設立 に当た って重 要

な コレクシ ョンとな ったの

が フ ラ ンス 人 神 父 フ ォー

リー(UrbainFaurie,1846-

1915)が 採集 した膨大 な植

物の重複標本であ る。

フ ォ ー リ ー は 明 治6年

(1874)に 来 日 し大 正4年

(1915)に 台湾で客死する まで,各 地 を訪れる宣教 師

の地位 を利用 して,42年 間 にわた って 日本,朝 鮮,

台湾,樺 太,ハ ワイで植物 を採集 し続 けた。彼 は優

れ た植物 採集 家の常 と して多数 の重複標本 をつ く

り,世 界各地 の研 究者 に送 ってい る。もちろん完全

な一組 は母国パ リ自然 史博物館 に残 されている。彼

の標本 を もとに命 名 された植物 は多 く,タ イプ(そ

の学名 の基準 とな る標 本)と な ってい る ものは約
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北 海 道 に 分 布 す る キ ク科 の 植 物 。 フ ォー リー に よ っ

て1899年 北 海 道 利尻 島 で採 集 され た標 本(左)。 学

名 も和 名 も フ ォ ー リー を記 念 して 名 付 け られ た。 上

はそ の ラベ ル 。 「岡 崎 忠雄 氏寄 贈,U.Faurie氏 遺 品,

Feb.1920」 の ス タ ン プ が見 え る。

700種 とい う。

死後,彼 の遺族の もとに残 された1セ ッ トの標本

が京都大学 に落 ち着 くことになった。これ は神戸 の

篤志家,岡 崎忠雄氏(1884-1963)が2万5千 フラ

ンで購入 し,京 都大学 に寄贈 した ものである。神戸

岡崎銀行の設立者であ り,の ちに神戸商工会議所会

頭 もつ とめ た財界人であ る彼が,ど のよ うな経緯 で

フ ォー リーの標本 を購入 し,京 都大学 に寄贈す る こ

とになったのか はよ くわか ってい ない。

フ ォー リーが亡 くなったのが大正4年7月4日 。

京都帝国大学理学部 に生物学科がで きたのがす ぐ後

の大正8年 。岡崎が購 入 した標本 が寄贈 された こと

が京都 大学 よ り正式 に発表 されたのが大正9年3月

11日 であ る。この年,生 物学科 は動物学,植 物 学の

両教室 にわかれ,大 正10年4月 には植物 分類 学の

講義 と実習が 開講 された。チ ュンベ リー もシーボ ル

トも,こ れ まで 日本 に来た ヨーロ ッパの採 集家た ち

は まとまった形で 日本 に採集品 を残す ことはなか っ

た。海外か らも引 き合いのあった フォー リーの最後

の標本が 日本 に残 ることになったのには,そ して国

内で手を挙げていた東京大学で も慶応大学で もな く

京都大学 に残 ることになったのには,間 違 いな く時

期 的な幸運 とい うものが あったの である。

京都大学 に所蔵 されているフォー リー標本は残念

なが ら初期の もの を欠いてお り,完全 な もので はな

い。しか し,多 くのアイ ソタイプ(タ イプの重複標

本 であ る)を 含 む,こ の6万 点 に もお よぶ コ レク

シ ョンは東 アジア地域の植物 を研究す るうえで不可

欠な標本 として,今 で も世界の研 究者達 に利用 され

ている。

(京都大学総合博物館助教授 ・植物分類学)
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